
～県北の未来に向けて～
「大型構想」 に着手!

道の駅安達

（福島県二本松市）

道の駅しもつけ

（栃木県下野市）

国道４号沿線の「道の駅」は、「道の駅しもつけ」（栃木県

下野市）と「道の駅安達」（福島県二本松市）の約 170ｋｍ

の区間には一つも存在しないため、新設される「矢板大田原

バイパス」沿いに、大規模な道の駅の建設を目指します。

県北地域の防災拠点としての機能に加え、大型車や長距離

移動車の休憩所機能に大きなニーズが見込まれており、各種

商業施設を誘致するとともに、県北の農産物直売所や温泉施

設等の整備を図ることにより、県北地域の経済活性化と県北

全域への送客拠点化を図ります。

茨城沿岸～栃木県北～東北自動車道を結ぶ

「高速道路」 を新設！

国道４号矢板大田原バイパスに、

「大規模 道の駅」 を整備！

「北関東北部横断道路(仮称)」の高規格道路としての

構想化が実現し、令和５年１２月に栃木県・茨城県の

関係９市町を構成員とする期成同盟会が設立しまし

た。県北地域における「横」の移動が改善され、沿岸

地帯を含む茨城県北部地域との連携が強化されること

で物流や観光の活性化が期待されます。

大田原及び黒羽地区にそれぞれインターチェンジを

整備し、この高速道路を東北自動車道に直結させるこ

とで、「縦」と「横」の交通利便性が劇的に向上します。

「国土形成計画（全国計画）」（令和５年７月２８日閣議決定）において、

「政府機能を始めとする中枢管理機能のバックアップ体制の整備等を進める」
ことが明記されました。関係有志議員の「首都直下型地震対策バックヤード構

想推進研究会」において、国会のバックアップ機能の対象地域として那須地域
が有力視されており、「国土形成計画（広域地方計画）」において具体化を図

るべく取組みを進めています。

地元在住(大田原市)

新幹線で国会に
通い、夕方は地元
で皆様のご意見を
拝聴しています。

「国会等のバックアップ機能」 を県北地域に誘致！
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那須が「インバウンドのモデル観光地」に指定！ 

全国１１の地域の一つとして、国が集中支援！ 

那須塩原市が「脱炭素先行地域」に指定！ 

最大５０億円の交付金等により、国が重点支援！ 

国の大規模予算を地元に！ 【直近の主な実績】

那須烏山市の 「防災集団移転事業」の国庫補助対象経費を大幅増！  

補助合算限度額 １,６５０万円/戸 を撤廃 → 土地買取・建物補償の限度額を ５,１８８万円/戸 に

合算限度額を撤廃

国道４号 「矢板拡幅」 「矢板大田原バイパス」 

事業が着実に進捗！ 

国道４号「矢板拡幅」 全体事業費 ２１８ 億円

令和６年度予定： 調査設計、片岡地区ほか用地買収、

前岡地区改良工事を実施、中地区用地買収に着手

国道４号「矢板大田原バイパス」 全体事業費 ４００ 億円

令和６年度予定： 調査設計、土屋地区用地買収を実施


